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１ 出火日時 

11 月○○日 午後６時○○分 

 

２ 火災概要 

住宅台所から出火し，石油ストーブ，台所床面積 1.3 ㎡等を焼損したもの。火災を聞

きつけた近隣施設従業員により，消火器で消火された。 

 

３ 原因概要 

住人が，石油ストーブに火が点いている状態でカートリッジタンクを持ち上げたとこ

ろ，カートリッジタンクのキャップが外れ，灯油が漏洩，燃焼筒にかかったことにより

着火，火災に至った。 

脱落したキャップが本体内から発見され，キャップの締め付け不十分が火災原因とな

った。 
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▲石油ストーブ周辺の焼損状況 ▲キャップの脱落状況 

カートリッジタンクのキャップ

石油ストーブカートリッジタンクキャップ閉め忘れによる火災 

（カートリッジタンク持ち上げ時に漏油）


